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資料-1 調査団員・氏名 

担当業務 名 前 所 属 

1 総括 三部 信雄 JICA 国際協力専門員 

2 計画管理 岩崎 真紀子
JICA 農村開発部 

畑作地帯第二課 

3 業務主任/水資源管理/気候変動 津村 和光 ㈱三コンサルタンツ 

4 副業務主任/灌漑施設計画・設計/気候変動 広田 浩介 ㈱三コンサルタンツ 

5 上水施設計画・設計 小木曽 凡芳 ㈱三コンサルタンツ 

6 井戸改修計画・設計 戸嶋 龍 ㈱三コンサルタンツ 

7 水理地質/水質分析 福田 康 ㈱三コンサルタンツ 

8 営農 猪ノ口 愛 ㈱三コンサルタンツ 

9 組織運営/運営維持管理 大石 貴行 ㈱三コンサルタンツ 

10 環境社会配慮 佐川 喜裕 ㈱三コンサルタンツ 

11 施工・調達計画/積算/工事計画 成川 正則 ㈱三コンサルタンツ 
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収
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収
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テ
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/
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/
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光
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介
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/
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/
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/
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ソ
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ブ
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ﾚ
ﾑ
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)
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資料-3 関係者（面会者）リスト 

1. 独立行政法人 国際協力機構 パレスチナ事務所 

田中 泉 所長 

向井 尚人 次長 

小森 明子 所員 

久保 英士 所員 

 

2. 独立行政法人 国際協力機構 ラマラフィールド事務所 

Raslan Yasin Representative of JICA & Chief Program Coordinator 

Read Hamouri Program Coordinator 

Nawras Mansour Program Coordinator 

 

3. 独立行政法人 国際協力機構 ジェリコフィールド事務所 

Abdel Nasser Makky Program Coordinator 

 

4. 農業庁（Ministry of Agriculture : MOA） 

Abdullah Lahlouh Director of Planning 

Kasim Abdo Director General of Soil and Irrigation 

Issam NOFAL Director of Water 

Hassan Ashquar Deputy Director of Irrigation Department 

Muhannad HUSSEIN Deputy Director of Irrigation Department 

Ibtisam Abuhaija Deputy Director of Water Department 

Imad Khaliaf Irrigation Department 

Nisreen Mansour Irrigation Department 

Thaer Rabi GD of Forestry and Natural Reserve 

Khalil Alami GD of Financial and Adm. Affairs 

（Jenin 農業局） 

Wajdi Bsharat Director 

Naser  

（Jericho 農業局） 

Omar Bswarat Director 

Amar Hussein Natural Resources Department 

Fahmi Njoom Irrigation and Soil Department 

（Tubas 農業局） 

Majidi Director 

Ghassan  

Haneen  

（Tubas 農業局バルダラ事務所） 

Hashem Sawahtah Director 
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（Qalqilya 農業局） 

Ahmad Eid Director 

（Tulkarem 農業局） 

Ahmad Abd Alwahhab Director 

（Nablus 農業局） 

Mohamad Futayeo Director 

Reema Dalal  

 

5. 水利庁（Palestinian Water Authority : PWA） 

Deeb Saleh  

Omar Ziad  

Anwar  

Hazem  

  

 

6. ジェリコ市（Jericho Municipality） 

Ghazi Naji（Mr.） Director of serv. Department 

Salam Abu Hantash (Ms.) Head of section of water harvesting 

 

7. 環境庁（EQA : Environment Quality Authority） 

Ahmed Abu Thaher (Mr.) Director General For Projects and Int. relations 

 

8. サイト基礎情報収集 再委託会社 (ARIJ :Applied Research Institute in Jerusalem ) 

Fahd A. Abu Saymeh Financial & Administrative Director 

Tahseen Sayara  

Fadi Kamal Dweik  
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資料-5 ソフトコンポーネント計画書 

 

パ レ ス チ ナ  

ヨルダン渓谷および西岸北部地域 

上水・産業・農業用水施設整備計画 

 

 

 

 

ソフトコンポーネント計画書 

 

 

 

 

 

平成 25 年 3 月 

（2013 年） 

 

 

 

株式会社 三祐コンサルタンツ 
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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

パレスチナ自治区（以下、「パレスチナ」）は、水利用の約 75%を地下水に依存している。また、パレ

スチナ西岸地区おける地下水使用量は、イスラエルとのオスロ合意 II（1995 年）において、年間使用可

能量 607 MCM/年の内、121 MCM/年と約 20%に制限されている。 

一方、パレスチナ西岸地区におけるヨルダン渓谷および西岸北部地域では人口増、工業団地開発およ

び農業振興等により①生活用水、②産業用水、③農業用水のいずれも需給が逼迫しており、同地域全体

の水供給の改善が急務である。上述したとおり、パレスチナが新規に開発できる地下水資源は限定され

ているため、計画的に水資源を開発しつつ、限られた水資源を有効に活用することが喫緊の課題となっ

ている。 

(1) 整備対象施設の現状と特性 

① 計画コンセンサス別分類 

当該事業の内、農業用水施設整備計画は、灌漑施設の改修・整備を通して、農業用水の非効率的な供

給状況を改善し、同地域の限られた水資源の効率的な活用に寄与することを目的としており、整備方法

に関して 2 種類のコンセンサスを有する。即ち、表-1 に示すとおり、改修・改善を計画している 34 井

戸灌漑地区の内、1)井戸施設は健全であるものの貯水施設の不備と送配水施設の老朽化により水利用効

率が低下している地区に対しては、『貯水施設の建設および送配水施設の改修（25 灌漑サイト）』を行い、

また、2)井戸施設が老朽化または機能停止している地区に対して『既存井戸施設の改修（9 井戸施設改

修）』を実施するものである。 

表-1 コンセンサス別の井戸灌漑地区数 

計画コンセンサス 井戸灌漑地区数 

1) 貯水施設建設および送配水施設の改修 25 
2) 既存井戸施設の改修 9 

合計 34 
 

 

② 運営・維持管理形態別の地域分類 

パレスチナではその慣習上、地域別に井戸灌漑施設の運営・維持管理形態が異なっている。整備を予

定する井戸灌漑地区は、1)カルキリヤ県およびトゥルカレム県（計 2 県）が含まれる西岸北部地域、お

よび 2)ジェリコ県、トゥバス県、ナブルス県（計 3 県）が含まれるヨルダン渓谷地域に分布する（添付

「農業コンポーネント対象井戸灌漑地区位置図」を参照）。パレスチナにおける農業井戸は、個人用あ

るいは複数農家共用の井戸として建設・登録されてきた経緯があるため、水利用者は水利権を有する井

戸オーナー農家と受益農家とに分けられる。井戸灌漑施設は、これら農家が共同で利用しているが、現

状の施設の運営・維持管理の形態は、水利用者全体における井戸オーナー農家と受益農家の構成割合に

より異なった傾向が見られ、表-2 のとおり 1)西岸北部地域と 2)ヨルダン渓谷地域とで 2 分類することが

できる。 
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表-2 運営・維持管理形態別の井戸灌漑地区数 

地域分類 井戸灌漑地区数 

1)西岸北部地域（カルキリヤ、トゥルカレム県） 19 
2)ヨルダン渓谷地域（ジェリコ、トゥバス、ナブルス県） 15 

合計 34 
 

上表、1)西岸北部地域の井戸灌漑地区では、水利用者全体における井戸オーナー農家の割合が大きく、

井戸オーナー農家により形成される井戸管理組織が存在する場合が多い。井戸管理組織の代表者が施設

の運転・維持管理および水利費徴集を行っている。水利費は使用時間に基づいて各農家より徴収される。

組織としての形態は存在しているが、規約類は存在していないこと、役割分担等も明確ではなく機能的

な組織とはなっていない状況である。 

また、2)ヨルダン渓谷地域の井戸灌漑地区では、水利用者全体における井戸オーナー農家の数が少な

く、井戸管理組織等による組織的な維持管理は行われていない。維持管理の形態は井戸オーナー農家が

全責任を負う場合もあれば、井戸オーナー農家が常時地区内にはおらず、井戸管理者を雇用して維持管

理を行う場合、または委託を受けた受益農家が維持管理を行う場合など様々である。水利費は井戸オー

ナー農家と各受益農家との伝統的な契約体系に基づき、収穫時に収量の一定比率を井戸オーナー農家へ

支払う方式が一般的である。 

パレスチナ農業庁（MOA）は、本事業で整備する井戸灌漑施設が組織的かつ効率的に運用されるため

に、水利用者全員より構成される Water Users’ Association（WUA）を設立し、WUA が運営・維持管理を

行う主体となることを方針として掲げている。これを受けて調査団は、西岸北部地域およびヨルダン渓

谷地域よりそれぞれ代表地区を抽出し、井戸オーナー農家および受益農家を集めて WUA 設立にかかる

ワークショップを実施した。ワークショップの結果、両地区において WUA 設立に対する基本的了解が

得られた一方で、水利費徴収に関しては従来通りの形態（西岸北部地域では水使用量に伴う徴収、

ヨルダン渓谷地域では収量の一定比率による徴収）を継続したいとの意向が確認された。 

(2) ソフトコンポーネント実施の必要性 

上述した水利用の現状およびワークショップの結果から、設立する WUA が解決すべき課題として下

記が想定される。 

① 水管理上の課題 

1)西岸北部地域の井戸灌漑地区では、井戸施設を管理するための井戸管理組織は存在する場合が多い

ものの、あくまで井戸施設を運転・維持管理することを主目的とした組織であり、井戸灌漑地区全体に

対して効率的に配水を行うための水管理計画を策定・運営する技術的ノウハウを有しているとは言い難

い。また、現状の水管理は、水量メーターの不備により量的管理が行われておらず、ポンプ運転時間に

よる経験に依存したあいまいな配水が行われている。本事業では井戸施設、貯水施設ならびに各圃場に

水量メーターが設置される計画であることから、時間管理から水量管理へ移行し、灌漑システム全体の

効率的な水管理が必要である。 

さらに、本地域は全ての井戸灌漑地区において貯水施設が建設されるため、これまで井戸施設から圃
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場へ各農家輪番制で直接配水されていたものが、一度貯水タンクを経由した配水方式となる。貯水施設

の有効活用により、順番待ちによる夜間の農作業を強いられていた農家が日中に農作業を行うことが可

能となる。一方で、新たな配水計画の策定と貯水施設の維持管理手法の習得が肝要であり、貯水タンク

を利用した新たな水管理技術の強化が必要となる。 

2)ヨルダン渓谷地域の井戸灌漑地区では既存組織がないため、各受益農家と井戸オーナー農家との個

別の取決めに基づいた配水が行われており、井戸灌漑地区全体を見通した配水計画を策定する場が設け

られていない。WUA設立による組織化により、井戸灌漑地区全体の水管理に対する啓蒙と計画策定にか

かる技術的強化が必要である。 

また、本地域は1) 貯水タンクの建設が主要コンセプトとなる井戸灌漑地区と、2) 既存井戸施設の改

修・更新を行う井戸灌漑地区とに分けられる。前者については、上述同様の貯水施設利用に伴う水管理

強化のプロセスが必要となる。後者については、井戸灌漑地区全体の水管理計画の策定・指導と合わせ

て、新たに導入するポンプ設備にかかる維持管理手法、水量・水位の記録およびモニタリング、施設運

転管理計画の作成等にかかる技術的強化が必要である。 

② 組織運営上の課題 

1) 西岸北部地域の井戸灌漑地区では、既存の井戸管理組織が存在する場合が多いため、井戸管理組織

が存在する場合はWUA設立の母体組織となることが想定される。しかしながら、既存の井戸管理組織は

井戸オーナー農家から構成される組織であるため、受益農家のWUAへの取り込みが必要である。また規

約やマニュアル、定期的会議の開催プログラム、運営活動計画プログラムなどの組織運営に必要なシス

テムが整備されていない状況にある。水利費徴収に関しては、現在利用時間に即しているが、水量メー

ターによる徴収方式へ変更になるため、新たな水利費の設定・出納にかかる研修が必要である。以上の

ような状況から、WUA設立による組織の再構築を行い、啓蒙・研修を通して、組織運営の適正化が必要

である。 

2) ヨルダン渓谷地域の井戸灌漑地区では、既存の組織が存在しておらず、一からの組織化が必要であ

る。現状、井戸オーナー農家と各受益農家との個別の契約形態であるため、受益農家間のつながりが希

薄な傾向にある。組織化を行うことで、灌漑地区全体に対する当事者意識を醸成し、施設の維持管理・

水管理への意識、農家間での情報共有や問題解決の場としてのWUAの機能など基本的な啓蒙が必要であ

る。それには、井戸オーナー農家へのWUA設立への理解と受益農家との役割分担の明確化が重要となる。 

水利費に関しては、上述のワークショップにおいて現在の徴収方式（収穫時に収量の一定比率を井戸

オ

以上のような背景より、ソフトコンポーネントによる技術支援として、「水管理に係る支援」と「組

ーナー農家へ支払う）を継続したいとの意向が確認された。公共性および効率性の観点からは水量

メーターに伴う水利費徴収が望ましいと考えられるが、長年の伝統的な契約形態からの急激な変更はコ

ミュニティーの秩序を悪化させること、一部農家が支払いを行うことができなくなる懸念があることか

ら、現行システムを踏襲した徴収方法とすることが望ましい。ソフトコンポーネント計画による一連の

ワークショップを通して、WUA 内で井戸オーナー農家および受益農家の分担比率を決定・合意し、確

実に維持管理費が確保・拠出されるためのルール作りが必要である。 
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織

2. ソフトコンポーネントの目標 

 水管理に係る支援の目標 

対象 34 井戸灌漑地区において「WUA による適正な水管理が実施される」を水管理に係る支援の目標

と

(2) 組織運営強化に係る支援の目標 

対象 34 井戸灌漑地区において「WUA による施設の運営・維持管理が適正に実施される」を組織運営

強

3. ソフトコンポーネントの成果 

管理にかかる支援は、建設・改修する施設の相違により水管理方法が異なるため、表-3 に示すとお

り

表-3 地域別、運営・維持管理形態の特性別の支援区分 

運営強化に係る支援」を計画する。 

(1)

する。 

化に係る支援の目標とする。 

水

、「貯水施設建設および送配水施設改修」を行う地区と「既存井戸施設改修」を行う地区に分類して、

支援の成果および活動を計画する。一方、組織運営強化にかかる支援は、現在の水利用者コミュニティー

の特性により組織運営のあり方が異なるため、「西岸北部地域」と「ヨルダン渓谷地域」に分類して、

支援の成果および活動を計画する。 

組織運営強化に係る支援の対象地区の分類

西岸北部地域 ヨルダン渓谷地域

カルキリヤ県　    9地区

トゥルカレム県　10地区

ナブルス県　4地区

ジェリコ県　  1地区

トゥバス県    2地区
(※ )

19地区 7地区
該当なし ナブルス県　2地区

ジェリコ県　  6地区

0地区 8地区

19地区 15地区 34地区

(※): 内1地区は、既存井戸改修を行うが、同時に貯水施設建設及び送配水施設改修

26地区

8地区

水
管
理
に
係
る
支
援
の

対
象
地
区
の
分
類

貯水施設建
設および送
配水施設改
修地区

既存井戸施
設改修地区

 
 

) 水管理に係る支援の成果（対象：WUA） 

 【両地域共通】 

灌漑情報が整理され、農家間で共有される 

② 【

る意識が向上する（技術協力プロジェクト「ヨルダン渓谷地域高付加価値型農

③ 【

用いた水管理の効率性が理解される 

④ 【

(ア

①

井戸灌漑地区の

両地区共通】 

節水灌漑に対す

業普及改善プロジェクト」との連携） 

両地区共通】 

水量メーターを

貯水施設建設および送配水施設改修地区】 
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貯水施設の有効性が理解される 

⑤ 【貯水施設建設および送配水施設改修地区】 

 

⑥ 【

手法が習得される 

⑦ 【

需要がバランスする 

(イ) 組織化運営強化に係る支援の成果（対象：WUA） 

【両地域共通】 

る 

② 【

家と受益農家の役割分担が明確化される 

③ 【

テムが整備・運用される 

④ 【

じた水利費徴収システムが構築・運用される 

⑤ 【

WUA 内で合意される 

⑥ 【

持管理に必要な経費が確保される 

⑦ 【

UA のモニタリング支援体制が構築される 

4. 成果達成度の確認方法 

フトコンポーネント計画における支援内容別の目標、成果と達成度の確認内容とその方法は、表-4

に

なお、アンケートによる成果達成度の確認は、「3 段階の採点方式」を使用し、その点数を定量化する。

手

貯水施設を活用した水管理手法が習得される

既存井戸施設改修地区】 

井戸施設の運転・維持管理

両地区共通】 

灌漑水の供給と

① 

WUA が設立され

両地域共通】 

井戸オーナー農

両地域共通】 

WUA の運営シス

西岸北部地域】 

水量メーターに応

ヨルダン渓谷地域】 

収穫時分配金の比率が

両地域共通】 

施設の運営・維

両地域共通】 

MOA による W

ソ

示すとおりである。 

順として、ソフトコンポーネント実施前と実施後の相違を図る目的で 2 回行う場合は、実施の初期（建

設開始時）と終了時（建設完了時）に実施するものとし、同じ受益者に同じ内容のアンケートを行う。

サンプル数は各地区 5 サンプル程度とし、全体で 170 サンプル程度を想定する（5×34 地区）。 
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表-4 ソフトコンポーネント計画の目標、成果と達成度の確認内容とその方法 

目標/対象 成 果 達成度の確認内容 確認方法 

1. 水管理に係る支援 

①【両地区共通】 
井戸灌漑地区の灌漑情報が整理さ

れ、農家間で共有される 

灌漑地区詳細マップ作成活

動に対する農家の参加状況 
活動記録による確認 

②【両地区共通】 
節水灌漑に対する意識が向上する

（技術協力プロジェクト「ヨルダン

渓谷地域高付加価値型農業普及改善

プロジェクト」との連携） 

作付体系への反映度 活動実施前・実施後の作付計

画の確認 

[目標] 

WUA による適正

な水管理が実施

される 
 

③【両地区共通】 
水量メーターを用いた水管理の効率

性が理解される 

農家の理解度 活動実施前・実施後のアン

ケート 

 ④【貯水施設建設および送配水施設

改修地区】 
貯水施設の有効性が理解される 

農家の理解度 活動実施前・実施後のアン

ケート 

 ⑤【貯水施設建設および送配水施設

改修地区】 
貯水施設を活用した水管理手法が習

得される 

1)水管理・施設維持管理マ

ニュアルに対する運転・維持

管理担当者の理解度、 
2)水管理記録の適切性 

1)活動実施後のアンケート、

2)水管理記録の確認 

 ⑥【既存井戸施設改修地区】 
井戸施設の運転・維持管理手法が習

得される 

1)水管理・施設維持管理マ

ニュアルに対する運転・維持

管理担当者の理解度、 
2)水管理記録の適切性 

1)活動実施後のアンケート、

2)水管理記録の確認 

 ⑦【両地区共通】 
灌漑水の供給と需要がバランスする

1)配水計画の妥当性、 
2)農家の満足度 

1)井戸ライセンス水量と年間

配水計画の比較確認、 
2)活動実施前・実施後のアン

ケート 
2. 組織運営強化に係る支援 

①【両地域共通】 
WUA が設立される 

WUA 登録 WUA 登録の確認 

②【両地域共通】 
井戸オーナー農家と受益農家の役割

分担が明確化される 

WUA 運営マニュアルの承認 WUA 総会記録 

③【両地域共通】 
WUA の運営システムが整備・運

用される 

1)WUA 運営マニュアルの承

認、 
2)年間活動計画の実行度 

1)WUA 総会記録、 
2)モニタリング記録 

[目標] 

WUA による施設

の運営維持管理

が適正に実施さ

れる 

④【西岸北部地域】 
水量メーターに応じた水利費徴収シ

ステムが構築・運用される 

1)水利費の承認 
2)水利費徴収率 

1)WUA 総会記録 
2)WUA 出納記録 

 ⑤【ヨルダン渓谷地域】 
収穫時分配金の比率が WUA 内で合

意される 

分配金比率の承認 WUA 総会記録 

 ⑥【両地域共通】 
施設の維持管理に必要な経費が確保

される 

維持管理計画に対するカ

バー率 
WUA 出納記録 

 ⑦【両地域共通】 
MoA による WUA のモニタリング支

援体制が構築される 

モニタリング計画の実行度 モニタリング記録 

 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

(1) 活動内容 

ソフトコンポーネントの活動内容は、表-5 のとおりである。 
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表-5 活動内容 

分野 活動内容 実施時期

(1) 水管理に

係る支援 

[成果①に対して]【両地区共通】 

農家参加型（PRA 方式）による共同作業により、灌漑地区詳細マップを作成

する。灌漑地区詳細マップには、施設位置、配水ルート、受益地位置/面積、

農家情報、作付等の対象灌漑地の情報を含めることとし、農家間による灌漑

システムの共通理解の醸成を図ると共に、配水計画作成の基礎資料とする。 

DD 時 

 [成果②に対して]【両地区共通】 

技術協力プロジェクト「ヨルダン渓谷地域高付加価値型農業普及改善プロ

ジェクト」で活動を行っているモデルサイトへのスタディーツアーを実施す

る。スタディーツアーでは、節水灌漑の実践状況、営農・作付状況等の視察

を行う。スタディーツアー実施後に、視察結果の活用を目的としたワーク

ショップを実施する。 

工事開始

時 

 [成果③に対して]【両地区共通】 

ワークショップを通して、現況のポンプ運転時間のみを頼りとする圃場水量

の管理は必要以上の用水ロスと農家収入に影響すること、水量メーターを用

いて必要な水量を定量的に管理することの合理性を啓発する。作物別の必要

水量に適する水量管理について実践指導する。 

工事時、

施設完成

時 

 [成果④に対して]【貯水施設建設および送配水施設改修地区】 

ワークショップを通して、貯水施設建設の目的、貯水施設の有効的な活用方

法を説明し、貯水施設を用いた灌漑システムの優位性を啓発する。 

工事時 

 [成果⑤に対して]【貯水施設建設および送配水施設改修地区】 

貯水施設を利用した水管理・施設維持管理マニュアルの作成指導を行う。マ

ニュアルの内容は、貯水施設を活用した灌漑計画と水配分方法、井戸施設～

送水施設～貯水施設～配水施設までの連動した運転計画と運転方法、貯水施

設および送配水施設の補修・維持管理方法等を含める。マニュアルの作成は

WUA 担当者と共同で行い、WUA 幹部自身がマニュアルを更新することがで

きるよう指導する。施設完成時には作成したマニュアルを用いて実践指導を

行うと共に、実運転に即してマニュアルを修正し、最終化する。 

工事時、

施設完成

時 

 [成果⑥に対して]【既存井戸施設改修地区】 

改修する井戸施設に適合する水管理・施設維持管理マニュアルの作成指導を

行う。マニュアルの内容は、新たなポンプ容量に適合する灌漑計画と水配分

方法、井戸施設の運転計画と運転方法、ポンプおよびジェネレーターなど関

連設備の補修・維持管理方法等を含める。マニュアルの作成は WUA 担当者

と共同で行い、WUA 幹部自身がマニュアルを更新することができるよう指導

する。施設完成時には作成したマニュアルを用いて実践指導を行うと共に、

実運転に即してマニュアルを修正し、最終化する。 

工事時、

施設完成

時 

 [成果⑦に対して]【両地区共通】 

施設容量による使用可能水量と雨季・乾季別の灌漑必要水量、年間ライセン

ス水量をそれぞれ比較検討し、最大限使用することが可能となる年間配水計

画の作成指導を行う。施設の実運転において、取水・貯水（貯水施設建設地

区のみ）・配水水量の記録方法と配水計画とのモニタリング方法を実践指導す

る。 

工事時、

施設完成

時 

(2) 組織運営

強化に係

る支援 

[成果①、②に対して]【両地域共通】 

WUA の設立は、オリエンテーション段階（DD 時）と WUA 設立段階（工事

開始時）の 2 段階に分けて活動を行う。オリエンテーション段階では、プロ

ジェクトの概要・目的、施設改修内容、WUA の役割等を説明し、WUA 設立

に対するコミュニティーからの基本的合意を得る。特に井戸オーナー農家の

理解が重要であるため、WUA の設立および受益農家との役割分担について、

井戸オーナー農家への説明・啓蒙を十分に行うこととする。WUA 設立段階で

は、メンバーの登録、WUA 規約の基本的な合意、WUA の登録等を実施し、

正式に WUA を設立する。 
 

DD 時、工

事開始時
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分野 活動内容 実施時期

 [成果③に対して]【両地域共通】 

設立した WUA に対する一連のワークショップを通して、組織構成、WUA 規

約の詳細、年間および日常的な活動プログラム、会議運営の方法等を WUA
との共同作業により策定し、WUA 運営マニュアルとしてとりまとめる。話し

合いにより決定した組織構成に基づき、WUA の役員および担当者を選出し、

各種活動に対する指導を実施する。施設建設時には WUA 運営マニュアルを

用いて実践指導を行うと共に、実運営に即して WUA 運営マニュアルを修正

し、最終化する。 

工事時、

施設完成

時 

 [成果④、⑥に対して]【西岸北部地域】 

西岸北部地域については、水量メーターに基づく水利費を設定する。改修後

の運転・維持管理費を算出・提示し、新たな水利費単価および徴収頻度等に

ついて WUA 内で合意する。水量メーターの検針方法、水利費徴収・領収書発

行方法、出納簿の記録方法などについて実践指導を行う。また、実際の出納

記録をモニタリングし、運転・維持管理費の拠出と水利費の徴収が計画通り

に行われていることを確認する。 

工事時、

施設完成

時 

 [成果⑤、⑥に対して]【ヨルダン渓谷地域】 

ヨルダン渓谷地域については、収穫時に各農家より支払われる分配金を水利

費徴収の基本とする。改修後の施設運転・維持管理費を算出・提示し、新た

な分配金の比率および支払い頻度等について WUA 内で合意する。徴収され

る分配金と維持管理費の拠出状況が出納簿に記録・公開されるよう啓蒙を行

うと共に出納簿の記録方法について実践指導を行う。また、実際の出納記録

をモニタリングし、運転・維持管理費の拠出と分配金の支払いが計画通りに

行われていることを確認する。 

工事時、

施設完成

時 

 [成果⑦に対して]【両地域共通】 

ソフトコンポーネント開始時に MOA 本部および県支局と協議の上、ソフト

コンポーネント担当部局および担当者の選定を行い、一連のソフトコンポー

ネント活動に対して OJT による技術移転を行う。施設完成時、MOA 本部お

よび県支局との共同作業により、今後の年間モニタリング計画を作成・合意

する。年間モニタリング計画にはモニタリング頻度、内容、予算、担当部局

等などの具体的な計画を含めることとする。 

DD 時、施

設完成時

 

(2) 実施体制 

ソフトコンポーネントの実施体制を図-1 に示す。本邦コンサルタントが主として水管理分野、ローカ

ルコンサルタントが組織運営強化分野を担当するが、本邦コンサルタントが総括を行う方針とする。水

管理分野は、貯水施設建設および送配水施設改修地区と既存井戸施設改修地区とで成果および活動が異

なるが、地域別に分かれて活動を行う方が効率的であることから、組織運営強化分野と共に西岸北部地

域（19 地区）とヨルダン渓谷地域（15 地区）に分かれて活動を行うこととし、それぞれ地域専属のロー

カル補助員を配置する。 

また、カウンターパート実施機関である MOA 本部より水管理分野担当 1 名および組織運営強化担当

1 名、MOA 各県支所より水管理分野および組織運営強化共通の地域担当として 1 名ずつを配置する。 
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※1: 19 地区全てが貯水施設建設に分類される 
※2: 7 地区が貯水施設建設および送配水施設改修地区、8 地区が既存井戸施設改修地区に分類される 

本邦コンサルタント(水管理) 
/ローカルコンサルタント(組織運営強化) 

水管理 組織運営強化 

ローカル補助員 
(水管理 1) 
19 地区※1  

(西岸北部地域) 

ローカル補助員 
(水管理 2) 
15 地区※2  

(ヨルダン渓谷地域)※
2

ローカル補助員 
(組織運営 1) 

19 地区 
(西岸北部地域) 

ローカル補助員 
(組織運営 2) 

15 地区 
(ヨルダン渓谷地域)

図-1 ソフトコンポーネント実施体制 

MoA 本部職員（水管理担当） 

水管理 組織運営強化 

MoA 本部職員（組織運営強化担当） 

MOA 県支所（各 1 名） 
カルキリヤ県   トゥルカレム県

ナブルス県    トゥバス県 
ジェリコ県 

（コンサルタント） 

（MOA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 対象者 

ソフトコンポーネントの直接の対象者は、以下のとおり合計 204 名を想定する。 

① 水管理に係る支援に対する対象者（102 名） 

貯水施設建設および送配水施設改修（25 地区）については、1 地区あたりWUAの全体水管理責任者 1

名（計 25 名）、貯水施設維持管理担当者 2 名（計 50 名）を直接の対象者とする。既存井戸施設改修（9

地区）については、1 地区あたりWUAの全体水管理責任者 1 名（計 9 名）、井戸施設維持管理担当者 2

名（計 18 名）を直接の対象者とする。 

② 組織運営強化に係る支援に対する対象者（102 名） 

西岸北部地域（19 地区）およびヨルダン渓谷地域（15 地区）共に、WUA幹部（WUA組合長 1 名、副

組合長 1 名、財務担当者 1 名の計 3 名を想定、計 102 名）を直接の対象者とする。 
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6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

水管理分野については、貯水施設を活用した水管理技術、水量メーターを活用した水管理技術、およ

び灌漑地区全体の灌漑水量を見通した年間水管理計画策定技術といった専門的技術が必要となる。また、

水管理を行う主体者は WUA であり、WUA の組織化活動と密接な関係にあるため、組織化にかかる知

識・経験を有し、組織化活動を含めた全体管理を行う能力が求められる。従って、水管理にかかる専門

的技術を有し、組織化の知識・経験を有した本邦コンサルタントを登用し、水管理分野担当および、組

織化活動を含めたソフトコンポーネント全体の総括を担当することとする。 

組織運営強化には、ローカルリソースとして、パレスチナの社会条件、習慣に精通している専門家 1

名を登用する。専門家の選定にあたっては、パレスチナにおける同様の組織化強化にかかる経験を有し

た専門家を選定する。この他、水管理および組織運営強化それぞれの分野においてローカルリソースに

よる補助員各 2 名（計 4 名）を登用し、活動の補助を行う。 

7. ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントの活動は、詳細設計時（DD 時）、工事開始時、建設工事時、施設完成時および

モニリング時にそれぞれ活動を計画することとし、日本側投入として総計 37.5M/M を計画する。 

※1: 19 地区全てが貯水施設建設地区に分類される 
※2: 7 地区が貯水施設建設および送配水施設改修地区、8 地区が既存井戸施設改修地区に分類される 

2012年 2013年 2014年

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
E/N、G/A締結
詳細設計

入札業務
建設工事

段階

1. 水管理にかかる支援

　- 西岸北部地域（19地区）
※1

　- ヨルダン渓谷地域（15地区）
※2

2. 組織運営強化にかかる支援

　- 西岸北部地域（19地区）

　- ヨルダン渓谷地域（15地区） 総計 37.5

本邦コンサルタント（水管理) 1.5 2.0 2.0 1.0 6.5

ローカルコンサルタント（組織運営強化） 1.5 1.5 2.0 2.0 1.0 8.0

ローカル補助員（水管理1) 1.5 0.5 2.0 2.0 1.0 7.0

ローカル補助員（水管理2) 1.5 0.5 2.0 4.0

ローカル補助員（組織運営強化1) 1.5 1.0 2.0 2.0 1.0 7.5

ローカル補助員（組織運営強化2) 1.5 1.0 2.0 4.5

MoA 23.5

MoA本部職員（水管理担当） 1.5 0.5 2.0 2.0 1.0 7.0

MoA本部職員（組織運営強化担当） 1.5 1.0 2.0 2.0 1.0 7.5

MoA県支所職員（各県） 1.5 1.5 3.0 2.0 1.0 9.0

M/M計
(MoA分除く)

PRA調査

受益者

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
WUA
立上げ

(ハード面強化)
配水計画、水管理
ﾏﾆｭｱﾙ(案)作成

(ソフト面強化)
WUA運営研修、
運営ﾏﾆｭｱﾙ(案)作成

（総合強化)
実践ﾄｰﾚﾆﾝｸﾞ、
ﾏﾆｭｱﾙ最終化

順次施設完成

技ﾌﾟﾛ
ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ

モニタリング(初期
建設サイトのみ）

施設は地区別に順次完成す
る。先に完成した地区において
合同トレーニングを実施する

E/N、G/A締結

DD時 工事開始時 工事中 施設完成時

図-2 ソフトコンポーネント実施工程表 
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8. ソフトコンポーネントの成果品 

以下に示す成果品を予定する。 

① 水管理・施設維持管理マニュアル（案）（英語、アラビア語） 

② WUA 運営マニュアル（案）（英語、アラビア語） 

③ 完了報告書（成果達成度確認のためのアンケート結果含む） 

 

9. ソフトコンポーネントの概略事業費 

直接人件費 5,005 千円 

直接経費 26,543 千円 

間接費 6,406 千円 

合計 37,954 千円 

 

10. 相手国実施機関の責務 

ソフトコンポーネントの実施は、実施機関である MOA と共同作業で実施することを原則とする。

MOA に求められる責務は下記の通りである。 

① MOA 本部職員（水管理担当および組織運営強化担当の 2 名）および MOA 各県支所職員 1 名の配

置 

② 上記職員の移動にかかる車輌 

③ MOA 本部における執務スペースの設置 

④ ソフトコンポーネント終了後のモニタリング活動 
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添付 農業コンポーネント対象井戸灌漑地区位置図 
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資料-7 その他の資料・情報 

資料-7-1 9 井戸施設におけるポンプ設計揚水量の算定 

以下に 9 井戸施設における各改修井戸のポンプ設計揚水量の算定を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)No.2 18-18/019 (Nablus Wadi Al Fara) 計画

 1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月

1. 春小麦 -                 -          -       -       -          -          -          -       -       -          -        -        -        
2. キャベツ 150           -                 -          -       -       -          -          -          -       -       -          -        -        -        
3. カリフラワー 150           -                 -          -       -       -          -          -          -       -       -          -        -        -        
4. キューリ 5.0 800           40,000       105     160   280   345      340      -          -       -       370      250    190    130    
5. トマト 750           -                 -          -       -       -          -          -          -       -       -          -        -        -        
7. ナス 778           -                 -          -       -       -          -          -          -       -       -          -        -        -        
8. タマネギ 225           -                 -          -       -       -          -          -          -       -       -          -        -        -        
9. ジャガイモ 5.0 534           26,700       -          100   185   415      490      460      -       -       -          -        -        -        

10. スカッシュ 550           -                 -          -       -       -          -          -          -       -       -          -        -        -        
11. バナナ(1年目) -                 -          -       -       -          -          -          -       -       -          -        -        -        
12. バナナ(2年目) -                 -          -       -       -          -          -          -       -       -          -        -        -        
13. ブドウ 900           -                 -          -       -       -          -          -          -       -       -          -        -        -        
14. 柑橘類 10.0 921           92,100       40       40     40     400      570      600      620   580   470      250    40      40      
15. デーツ 1,300        -                 -          -       -       -          -          -          -       -       -          -        -        -        
16. サイム 30.0 186           55,800       120     120   120   120      1,110   -          -       -       -          -        120    120    

計 50.0
214,600     265     420   625   1,280   2,510   1,060   620   580   840      500    350    290    
315,588     390     618   919   1,882   3,691   1,559   912   853   1,235   735    515    426    
126,235     156     247   368   753      1,476   624      365   341   494      294    206    170    
131,000     

-
8         12     18     38        74        31        18     17     25        15      10      9        

年間契約ライセンス

粗要用水量(総合灌漑効率0.68)
純必要用水量

 最大日平均灌漑必要量(m3/day)　間断日数を考慮

必要ポンプ能力(m3/hr)【20時間灌漑】

作付
作物

年間必要
灌漑水量
(mm/year)

他水源からの必要灌漑水量

水需要量

(m3/year)
作付面積

(ha)

ドリップ灌漑等による節水効率(0.40)を考慮

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)No.3 18-18/027A (Nablus Wadi Al Fara) 計画

 1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月

1. 春小麦 -                -       -          -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
2. キャベツ 150           -                -       -          -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
3. カリフラワー 150           -                -       -          -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
4. キューリ 5.0 800           40,000      105   160      280      345      340      -          -       -       370   250      190      130    
5. トマト 5.0 750           37,500      100   180      290      305      -          -          -       530   275   280      215      105    
7. ナス 778           -                -       -          -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
8. タマネギ 25.0 225           56,250      50     50        800      825      -          -          -       -       -       800      575      50      
9. ジャガイモ 15.0 534           80,100      -       300      555      1,245   1,470   1,380   -       -       -       -          -          -        

10. スカッシュ 550           -                -       -          -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
11. バナナ(1年目) -                -       -          -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
12. バナナ(2年目) -                -       -          -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
13. ブドウ 900           -                -       -          -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
14. 柑橘類 921           -                -       -          -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
15. デーツ 1,300        -                -       -          -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
16. サイム 186           -                -       -          -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        

計 50.0
213,850    255   690      1,925   2,720   1,810   1,380   -       530   645   1,330   980      285    
314,485    375   1,015   2,831   4,000   2,662   2,029   -       779   949   1,956   1,441   419    
125,794    150   406      1,132   1,600   1,065   812      -       312   380   782      576      168    

30,000      
95,794      

8       20        57        80        53        41        -       16     19     39        29        8        必要ポンプ能力(m3/hr)【20時間灌漑】

他水源からの必要灌漑水量

ドリップ灌漑等による節水効率(0.40)を考慮

粗要用水量(総合灌漑効率0.68)
純必要用水量

年間契約ライセンス

作付
作物

 最大日平均灌漑必要量(m3/day)　間断日数を考慮年間必要
灌漑水量
(mm/year)

水需要量

(m3/year)
作付面積

(ha)

A7 - 1 
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)No.4 19-14/058B (Jericho Jericho) 計画

 1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月

1. 春小麦 659           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
2. キャベツ 15.0 370           55,455      -       -       -          -          -          -          -       -       1,560   645    585    -        
3. カリフラワー 367           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
4. キューリ 1,004        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
5. トマト 1,122        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
7. ナス 1,270        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
8. タマネギ 5.0 300           15,000      10    10     160      165      -          -          -       -       -          160    115    10      
9. ジャガイモ 751           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        

10. スカッシュ 900           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
11. バナナ(1年目) 941           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        

バナナ(2年目) 1,988        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
13. ブドウ 1,189        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        

柑橘類 1,048        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
デーツ 1,500        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        

16. サイム 10.0 186           18,600      40    40     40        40        370      -          -       -       -          -        40      40      
計 30.0

89,055      50    50     200      205      370      -          -       -       1,560   805    740    50      
130,963    74    74     294      301      544      -          -       -       2,294   1,184 1,088 74      

52,385      30    30     118      120      218      -          -       -       918      474    435    30      
59,000      

-
2      2       6          6          11        -          -       -       46        24      22      2        

作付
作物

ップ灌漑等による節水効率(0.40)を考慮

粗要用水量(総合灌漑効率0.68)
要用水量

要ポンプ能力(m3/hr)【20時間灌漑】

年間契約ライセンス

水源からの必要灌漑水量

 最大日平均灌漑必要量(m3/day)　間断日数を考慮年間必要
灌漑水量
(mm/year)

水需要量

(m3/year)
作付面積

(ha)

12.

14.
15.

純必

ドリ

必

他

(4)No.6 19-17/012 (Jericho Marji Ghazal) 計画

 1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月

1. 春小麦 659           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
2. キャベツ 10.0 370           36,970      -       -       -          -          -          -          -       -       1,040   430    390    -        
3. カリフラワー 10.0 367           36,700      -       -       -          -          -          -          -       -       1,040   470    400    -        
4. キューリ 1,004        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
5. トマト 1,122        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
7. ナス 1,270        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
8. タマネギ 20.0 300           60,000      40    40     640      660      -          -          -       -       -          640    460    40      
9. ジャガイモ 751           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        

10. スカッシュ 900           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
11. バナナ(1年目) 941           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
12. バナナ(2年目) 1,988        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
13. ブドウ 1,189        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
14. 柑橘類 1,048        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
15. デーツ 1,500        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        
16. サイム 186           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -        -        -        

計 40.0
133,670    40    40     640      660      -          -          -       -       2,080   1,540 1,250 40      
196,574    59    59     941      971      -          -          -       -       3,059   2,265 1,838 59      

78,630      24    24     376      388      -          -          -       -       1,224   906    735    24      
-
-

1      1       19        19        -          -          -       -       61        45      37      1        

 最大日平均灌漑必要量(m3/day)　間断日数を考慮年間必要
灌漑水量
(mm/year)

水需要量

(m3/year)
作付面積

(ha)

ドリップ灌漑等による節水効率(0.40)を考慮

粗要用水量(総合灌漑効率0.68)
純必要用水量

必要ポンプ能力(m3/hr)【20時間灌漑】

年間契約ライセンス

他水源からの必要灌漑水量

作付
作物

A7 - 2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)No.7 19-17/033 (Jericho Jiftlik) 計画

 1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月

1. 春小麦 659           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -          -          -        
2. キャベツ 10.0 370           36,970      -       -       -          -          -          -          -       -       1,040   430      390      -        
3. カリフラワー 10.0 367           36,700      -       -       -          -          -          -          -       -       1,040   470      400      -        
4. キューリ 1,004        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -          -          -        
5. トマト 1,122        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -          -          -        
7. ナス 1,270        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -          -          -        
8. タマネギ 10.0 300           30,000      20     20     320      330      -          -          -       -       -          320      230      20      
9. ジャガイモ 10.0 751           75,100      -       200   370      830      980      920      -       -       -          -          -          -        

10. スカッシュ 900           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -          -          -        
11. バナナ(1年目) 941           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -          -          -        
12. バナナ(2年目) 1,988        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -          -          -        
13. ブドウ 1,189        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -          -          -        
14. 柑橘類 1,048        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -          -          -        
15. デーツ 1,500        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -          -          -          -        
16. サイム 10.0 186           18,600      40     40     40        40        370      -          -       -       -          -          40        40      

計 50.0
197,370    60     260   730      1,200   1,350   920      -       -       2,080   1,220   1,060   60      
290,250    88     382   1,074   1,765   1,985   1,353   -       -       3,059   1,794   1,559   88      
116,100    35     153   430      706      794      541      -       -       1,224   718      624      35      

56,000      
60,100      

2       8       22        35        40        27        -       -       61        36        31        2        

作付
作物

ドリップ灌漑等による節水効率(0.40)を考慮

粗要用水量(総合灌漑効率0.68)
純必要用水量

必要ポンプ能力(m3/hr)【20時間灌漑】

年間契約ライセンス

他水源からの必要灌漑水量

 最大日平均灌漑必要量(m3/day)　間断日数を考慮年間必要
灌漑水量
(mm/year)

水需要量

(m3/year)
作付面積

(ha)

 (6)No.

 

 

 

 

 

 

 

8 19-20/001A (Tubas Bardalla) 計画

 1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月

1. 春小麦 -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
2. キャベツ 370           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
3. カリフラワー 367           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
4. キューリ 1,004        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
5. トマト 1,122        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
7. ナス -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
8. タマネギ 251           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
9. ジャガイモ 751           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        

10. スカッシュ 800           -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
11. バナナ(1年目) -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
12. バナナ(2年目) -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
13. ブドウ -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
14. 柑橘類 1,048        -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
15. デーツ -                -       -       -          -          -          -          -       -       -       -          -          -        
16. サイム 14.0 186           26,040      56     56     56        56        518      -          -       -       -       -          56        56      

計 14.0
26,040      56     56     56        56        518      -          -       -       -       -          56        56      
38,294      82     82     82        82        762      -          -       -       -       -          82        82      
15,318      33     33     33        33        305      -          -       -       -       -          33        33      
16,000      

-
3       3       3          3          31        -          -       -       -       -          3          2        

 最大日平均灌漑必要量(m3/day)　間断日数を考慮年間必要
灌漑水量
(mm/year)

水需要量

(m3/year)
作付面積

(ha)

ドリップ灌漑等による節水効率(0.40)を考慮

粗要用水量(総合灌漑効率0.68)
純必要用水量

必要ポンプ能力(m3/hr)【10時間灌漑】

年間契約ライセンス

他水源からの必要灌漑水量

作付
作物

A7 - 3 



(7)No.9 20-17/022 (Jericho Marji Naja) 計画

 1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月

1. 春小麦 659           -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        
2. キャベツ 15.0 370           55,455      -       -       -       -          -          -          -          -       1,560   645    585    -        
3. カリフラワー 367           -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        
4. キューリ 1,004        -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        
5. トマト 5.0 1,122        56,100      100   180   290   305      -          -          -          530   275      280    215    105    
7. ナス 1,270        -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        
8. タマネギ 300           -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        
9. ジャガイモ 751           -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        

10. スカッシュ 900           -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        
11. バナナ(1年目) 941           -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        
12. バナナ(2年目) 1,988        -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        
13. ブドウ 1,189        -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        
14. 柑橘類 1,048        -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        
15. デーツ 1,500        -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        
16. サイム 186           -                -       -       -       -          -          -          -          -       -          -        -        -        

計 20.0
111,555    100   180   290   305      -          -          -          530   1,835   925    800    105    
164,051    147   265   426   449      -          -          -          779   2,699   1,360 1,176 154    

65,620      59     106   170   180      -          -          -          312   1,080   544    470    62      
73,000      

-
3       5       9       9          -          -          -          16     54        27      24      3        

作付
作物

ドリップ灌漑等による節水効率(0.40)を考慮

粗要用水量(総合灌漑効率0.68)
純必要用水量

必要ポンプ能力(m3/hr)【20時間灌漑】

年間契約ライセンス

他水源からの必要灌漑水量

 最大日平均灌漑必要量(m3/day)　間断日数を考慮年間必要
灌漑水量
(mm/year)

水需要量

(m3/year)
作付面積

(ha)

(8)No.10 19-17/056 (Jericho Jiftlik) 計画

 1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月

1. 春小麦 659           -                -       -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -        
2. キャベツ 5.0 370           18,485      -       -          -          -          -          -          -          -          520      215      195      -        
3. カリフラワー 367           -                -       -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -        
4. キューリ 5.0 1,004        50,200      105   160      280      345      340      -          -          -          370      250      190      130    
5. トマト 10.0 1,122        112,200    200   360      580      610      -          -          -          1,060   550      560      430      210    
7. ナス 1,270        -                -       -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -        
8. タマネギ 300           -                -       -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -        
9. ジャガイモ 10.0 751           75,100      -       200      370      830      980      920      -          -          -          -          -          -        

10. スカッシュ 900           -                -       -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -        
11. バナナ(1年目) 941           -                -       -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -        
12. バナナ(2年目) 1,988        -                -       -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -        
13. ブドウ 5.0 1,189        59,450      15     15        15        210      360      390      395      380      320      175      15        15      
14. 柑橘類 5.0 1,048        52,400      20     20        20        200      285      300      310      290      235      125      20        20      
15. デーツ 1,500        -                -       -          -          -          -          -          -          -          -          -          -          -        
16. サイム 10.0 186           18,600      40     40        40        40        370      -          -          -          -          -          40        40      

計 50.0
386,435    380   795      1,305   2,235   2,335   1,610   705      1,730   1,995   1,325   890      415    
568,287    559   1,169   1,919   3,287   3,434   2,368   1,037   2,544   2,934   1,949   1,309   610    
227,315    224   468      768      1,315   1,374   947      415      1,018   1,174   780      524      244    
330,000    

-
11     23        38        66        69        47        21        51        59        39        26        12      

 最大日平均灌漑必要量(m3/day)　間断日数を考慮年間必要
灌漑水量
(mm/year)

水需要量

(m3/year)
作付面積

(ha)

ドリップ灌漑等による節水効率(0.40)を考慮

粗要用水量(総合灌漑効率0.68)
純必要用水量

必要ポンプ能力(m3/hr)【20時間灌漑】

年間契約ライセンス

他水源からの必要灌漑水量

作付
作物

A7 - 4 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9)No.11 19-17/007 (Jericho Jiftlik) 計画

 1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月

1. 春小麦 659           -                -       -          -          -          -          -          -       -          -          -          -          -          
2. キャベツ 20.0 370           73,940      -       -          -          -          -          -          -       -          2,080   860      780      -          
3. カリフラワー 10.0 367           36,700      -       -          -          -          -          -          -       -          1,040   470      400      -          
4. キューリ 1,004        -                -       -          -          -          -          -          -       -          -          -          -          -          
5. トマト 1,122        -                -       -          -          -          -          -          -       -          -          -          -          -          
7. ナス 1,270        -                -       -          -          -          -          -          -       -          -          -          -          -          
8. タマネギ 10.0 300           30,000      20     20        320      330      -          -          -       -          -          320      230      20        
9. ジャガイモ 751           -                -       -          -          -          -          -          -       -          -          -          -          -          

10. スカッシュ 900           -                -       -          -          -          -          -          -       -          -          -          -          -          
11. バナナ(1年目) 941           -                -       -          -          -          -          -          -       -          -          -          -          -          
12. バナナ(2年目) 1,988        -                -       -          -          -          -          -          -       -          -          -          -          -          
13. ブドウ 1,189        -                -       -          -          -          -          -          -       -          -          -          -          -          
14. 柑橘類 1,048        -                -       -          -          -          -          -          -       -          -          -          -          -          
15. デーツ 1,500        -                -       -          -          -          -          -          -       -          -          -          -          -          
16. サイム 10.0 186           18,600      40     40        40        40        370      -          -       -          -          -          40        40        

計 50.0
159,240    60     60        360      370      370      -          -       -          3,120   1,650   1,450   60        
234,176    88     88        529      544      544      -          -       -          4,588   2,426   2,132   88        

93,670      35     35        212      218      218      -          -       -          1,835   970      853      35        
39,000      
54,670      

2       2          11        11        11        -          -       -          92        49        43        2          

作付
作物

ドリップ灌漑等による節水効率(0.40)を考慮

粗要用水量(総合灌漑効率0.68)
純必要用水量

必要ポンプ能力(m3/hr)【20時間灌漑】

年間契約ライセンス

他水源からの必要灌漑水量

 最大日平均灌漑必要量(m3/day)　間断日数を考慮年間必要
灌漑水量
(mm/year)

水需要量

(m3/year)
作付面積

(ha)
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資料-7-2 ポンプ設計全揚程の算定 
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資料-7-3 建屋規模根拠 
①幅(B)の検討

番
号

井戸
No. 動力源

右柱
(m)

余裕
(m)

井戸上部
(m)

バルブ等
付属設備

(m)

ディーゼル
発電機
(m)

余裕
(m)

左柱
(m)

計
(m)

設計
(m)

2 18-18/019 商用電力 0.2 0.6 0.9 2.0 0.2 3.9 4.0

3 18-18/027A 商用電力 0.2 0.6 0.9 2.0 0.2 3.9 4.0

4 19-14/058B 商用電力 0.2 0.6 0.9 2.0 0.2 3.9 4.0

6 19-17/012 商用電力 0.2 0.6 0.9 2.0 0.2 3.9 4.0

7 19-17/033 ディーゼル
発電

0.2 0.6 3.2 0.6 0.2 4.8 5.0

8 19-20/001A ディーゼル
発電

0.2 0.6 3.4 0.6 0.2 5.0 5.0

9 20-17/022 ディーゼル
発電

0.2 0.6 2.3 0.6 0.2 3.9 4.0

10 19-17/056 商用電力 0.2 0.6 0.9 2.0 0.2 3.9 4.0

11 19-17/007 ディーゼル
発電

0.2 0.6 3.2 0.6 0.2 4.8 5.0

 

 

 

 

 

 

 

 
③高さ（H)の検討

番
号

井戸
No. 動力源

底版
(m)

台座
(m)

井戸上部
(m)

ディーゼル
発電機
(m)

余裕
(m)

屋根
(m)

計
(m)

設計
(m)

2 18-18/019 商用電力 0.15 0.2 1.5 1.0 0.175 3.025 3.5

3 18-18/027A 商用電力 0.15 0.2 1.5 1.0 0.175 3.025 3.5

4 19-14/058B 商用電力 0.15 0.2 1.5 1.0 0.175 3.025 3.5

6 19-17/012 商用電力 0.15 0.2 1.5 1.0 0.175 3.025 3.5

7 19-17/033 ディーゼル
発電

0.15 0.2 1.8 1.0 0.175 3.325 3.5

8 19-20/001A ディーゼル
発電

0.15 0.2 1.8 1.0 0.175 3.325 3.5

9 20-17/022 ディーゼル
発電

0.15 0.2 1.8 1.0 0.175 3.325 3.5

10 19-17/056 商用電力 0.15 0.2 1.5 1.0 0.175 3.025 3.5

11 19-17/007 ディーゼル
発電

0.15 0.2 1.8 1.0 0.175 3.325 3.5

 

 

 

 

 

 

 

 
②奥行き（L)の検討

番
号

井戸
No. 動力源

右柱
(m)

余裕
(m)

井戸上部
(m)

余裕
(m)

ディーゼル
発電機
(m)

物置
スペース

(m)

左柱
(m)

計
(m)

設計
(m)

2 18-18/019 商用電力 0.2 0.6 0.9 2.0 0.2 3.9 4.0

3 18-18/027A 商用電力 0.2 0.6 0.9 2.0 0.2 3.9 4.0

4 19-14/058B 商用電力 0.2 0.6 0.9 2.0 0.2 3.9 4.0

6 19-17/012 商用電力 0.2 0.6 0.9 2.0 0.2 3.9 4.0

7 19-17/033 ディーゼル
発電

0.2 0.6 0.9 1.0 1.0 2.0 0.2 5.9 6.0

8 19-20/001A ディーゼル
発電

0.2 0.6 0.9 1.0 1.0 2.0 0.2 5.9 6.0

9 20-17/022 ディーゼル
発電

0.2 0.6 0.9 1.0 1.0 2.0 0.2 5.9 6.0

10 19-17/056 商用電力 0.2 0.6 0.9 2.0 0.2 3.9 4.0

11 19-17/007 ディーゼル
発電

0.2 0.6 0.9 1.0 1.0 2.0 0.2 5.9 6.0
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資料-7-4 モニタリングフォーム案 

MONITORING FORM 
-If environmental reviews indicate the need of monitoring by JICA, JICA undertakes monitoring for necessary 
items that are decided by environmental reviews.  JICA undertakes monitoring based on regular reports 
including measured data submitted by the project proponent.  When necessary, the project proponent should 
refer to the following monitoring form for submitting reports. 
 
-When monitoring plans including monitoring items, frequencies and methods are decided, project phase or 
project life cycle (such as construction phase and operation phase) should be considered. 
 
１．Responses/Actions to Comments and Guidance from Government Authorities and the Public 
1) Common phase 

Monitoring Item Monitoring Results during Report Period 
Responses/Actions to Comments and Guidance 
from Government Authorities  

 

 
２．Mitigation Measures 
- Air Quality（Emission Gas / Ambient Air Quality） 

Monitoring Item Monitoring Results during Report Period 
Not Applicable  

 
- Water Quality（Effluent/Wastewater/Ambient Water Quality） 

Monitoring Item Monitoring Results during Report Period 
Not Applicable  

 
- Waste 
1) Construction phase 

Monitoring Item Monitoring Results during Report Period 
Not Applicable  

 
- Noise / Vibration 
1) Construction phase 

Monitoring Item Monitoring Results during Report Period 
(Method) 
・ Physical check of the heavy machinery 

operational conditions, such as excavation 
machine, crane, etc., which occurs the noise or 
vibration by the site visiting. 

・ Hearing of complaints from residential people 
nearby the construction area 

 
(Duration) 
During the installation work of distribution pipe 
for domestic water and rehabilitation work of 
Nwaimeh canal for agriculture water. 
 
(Frequency) 
Once a month 
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- Odor 
Monitoring Item Monitoring Results during Report Period 

Not applicable  
 
- Traffic 
1) Construction phase 

Monitoring Item Monitoring Results during Report Period 
(Method) 
・ Physical check whether the traffic jam occurs 

or not by the site visiting. 
・ Physical check whether the necessary safety 

measures have done or not by the site visiting.
 
(Duration) 
During the installation work of distribution pipe 
for domestic water and rehabilitation work of 
Nwaimeh canal for agriculture water. 
 
(Frequency) 
Once a month 

 

 
３．Natural Environment 
- Ecosystem 

Monitoring Item Monitoring Results during Report Period 
Not applicable  

 
４．Social Environment 
 
- Resettlement 

Monitoring Item Monitoring Results during Report Period 
Not applicable  

 
- Living / Livelihood 

Monitoring Item Monitoring Results during Report Period 
Not applicable  
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資料-7-5 環境チェックリスト 
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